
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































般的にはそれが一つの「物語」 (Geschichte)だと告知するものである。 「物語」 とは、自身
の体験、読んだり聞いたりした話の再話、古い伝承や最新の実状、現実的な報告や空想め
いた出来事といった、 まったく異なる内容全般に通用する表現である。 しかし時には、
ケシヒテ
｢物語」において何が問題であるのかが､あらかじめ示唆されている。問題となるもの。た
とえば、滑稽な取り違えや誤解しかり、宗教的素材の伝承しかり、奇妙な精霊による地域
ヴィッッ レヶンデ
活性化しかり、不思議な出来事の描写しかり。これらにはすでに、酒落(Witz)、聖人伝
ザーゲ メルヒェン キーワード
(Legende)、伝説(Sage)、昔話(Marchen)という見出し語が与えられている。
その中でも独自の特性を極めて明瞭に有するのは「メルヒェン」であり、それは同時に
全世界に浸透している語りの形式(Erzahlfbrm)、いわゆるジャンル(Gattung)でもある。
そのようなわけで、HisakoOHNO(ONO)が自身の翻訳においてこの対象に着目し、まさ
にその作業に取り組んだという幸運な事情へと至るのである。彼女自身もまた、興味深い
書籍刊行によって証明されたメルヒェン研究者であり、さまざまな伝承関連の国際会議に
積極的に参加し、 ドイツにおいて展開してきたメルヒェンの伝承やドイツのメルヒェン研
究に、特に関心を注いでいる。
このようにグローバルな要素を有するメルヒェンへの取り組みが、さまざまな文化にお
ける決定的な本質的共通性を浮き彫りにしうる。しかしながら国民的伝統の特殊性もまた、
このような直接的連関により、満足のいくやり方で解明されうるのである。異質な文化伝
メンタリティ
承との適遇は、常に二種類のものを白日の下にさらす。一方では、気質の親和性が証明し
てくれる一致および類似性を浮き彫りにし、他方では、異なる宗教的信仰形式に、 とはい
え概して歴史政治的および社会的発展性の差異に根拠を有する、その時々の文化伝統の独
自性を浮き彫りにするのである。
この度のHisakoOHNO(ONO)の友好的で世界的視野を有する－そして明らかに骨の
折れる－取り組みをうれしく思う。そして読者諸君に、彼女が訳す読み物からの得益あ
れかしと願う。
2018年3月25日、テュービンゲンにて
HennannBausinger
【訳者解説】
翻訳したテクストは以下のとおりである。HermannBausinger:Formender"Volkspoesie6｡.2.
VerbesselteundvennehrteAufiage.Berlin;ErichSchmidtVerlagl980(1.AuHagel968),S.162-
フォルクス承エジー
179.ヘルマン・バウジンガー「｢民の詩」の諸形式｣、第2版改定増補版1980年、ベルリ 1980年代において、 ドイツ民俗学における伝承文学研究の必読書ともいわれた本書
I
ヘルマン・バウジンガー箸50
フさルクス筆エジー
｢｢民の詩」の諸形式」が、和訳されないまま今日に至っているのは、誠に残念なことで
ある。初版出版から半世紀が経過し、伝承ツールが書承口承から電信電話、Eメールを経
てSNS等に取ってかわられた2018年においても、氏の提唱する伝承の論理は、色あせては
いない。今回は急遼、日本におけるドイツ伝承文学あるいはグリム・メルヒェン研究者の
必読箇所といっても過言ではない、当該書162-179頁、第Ⅲ章「物語の諸形式」における
第2節「メルヒェン」に特化しての訳出を試みた（第I章「問題の歴史によせて｣、第II章
｢慣用句とことば遊び｣、第Ⅳ章「舞台的諸形式と音楽的諸形式｣)。加えて「第2版のため
の序文｣、そして今回の翻訳に寄せられたバウジンガー氏の「挨拶文」も訳出した。これか
らもコンスタントな翻訳を試みる予定である。私事ではあるが､在職最後の年であった1992
年に指導教官としてご指導いただき、本書の翻訳をご快諾くださったヘルマン・バウジン
ガー先生に、この場を借りて心からの感謝の誠を表したい。
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